
 

令和７年度全国学力・学習状況調査 報告書（概要） 

糸島市教育委員会 

１ 全国学力・学習状況調査実施状況 

（１）調査期日 

    令和７年４月１７日(木) 、中学校理科、質問紙は４月１４日（月）～１７日（木） 

（２）調査内容 

    小学校（対象学年：６年生） 国語、算数、理科及び児童質問紙調査 

中学校（対象学年：３年生)  国語、数学、理科及び生徒質問紙調査 

（３）参加状況（代表値：国語） 

小学校 全国： 936,137人   福岡県：42,143人   糸島市：964人 

中学校 全国：  870,560人   福岡県：40,284人   糸島市：868人 

 

２ 平均正答率及び平均正答数（％） 

 

平均正答率（％） 平均正答数／問題数（問） 

小学校 中学校 小学校 中学校 

国語 算数 理科 国語 数学 
理科 

(標準偏差) 
国語 算数 理科 国語 数学 理科 

全国

(公立) 
66.8 58 57.1 54.3 48.3 124.0 
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福岡県

(公立) 
68 57 57 54 47 119.5 
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糸島市 70 60 58 55 48 115.6 
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３ 全国平均を 100とした標準化得点（平均正答数より算出） 

中学校「理科」は、全国を 503とした平均 IRTスコアより算出 

 

         【小学校】                【中学校】 

   

❏ 小中学校とも、国語・算数（数学）について、全国平均・福岡県平均を上回った。 
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４ 結果から見えた糸島市の成果と課題（成果を○、課題を▲とする。） 
○ 基本的な知識・技能を活用して、思考・判断・表現を問う問題については、正答率が向
上し、全国・福岡県より高い数値となっている。このことは、学習支援ソフト等を活用
し、個人の習熟の状況に応じて、丁寧に知識・技能の定着を図ってきたことが主な成果だ
と考える。 

▲ 自分の考えを文章で論理的に表す「記述式」の問題での無解答率について、全国・福岡県 
よりも低い数値ではあるが、10％を越えている設問があった。対象や目的、条件等を明確に 
し、場面や条件に応じて書く活動に取り組み、書くために必要な知識・技能や思考力、判断 
力、表現力の定着を図っていく必要がある。  

 
５ 児童生徒質問紙全国値との比較 

（期待される回答が全国値より多い内容を○、少ない内容を▲とする。） 
 （１）小学校 
  ○ 友達関係に満足している。（糸島市 92.3％ 全国 91.7％） 
  ○ 人が困っているときは進んで助けている。（糸島市 94.5% 全国 93.7%） 
  ○ 学習した内容について、分かった点やよく分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができている。（糸島市 80.0％ 全国 79.4％） 
  ▲ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表

するなどの学習活動に取り組んでいる。（糸島市 79.7％ 全国 82.3％） 
 （２）中学校 
  ○ 自分にはよいところがあると思う。（糸島市 88.3％ 全国 86.2％） 
 ○ 将来の夢や目標を持っている。（糸島市 69.0％ 全国 67.5％） 

  ○ 地域や社会をよくするために何かしてみたい。（糸島市 76.9％ 全国 75.3％） 
  ▲ 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫する

ことができている。（糸島市 74.4％ 全国 77.5％）  
 

６ 令和７年度後期に向けた対策・取組 
（１）組織的な学力向上の推進 

   ・教育委員会と各学校の校長、学力向上コーディネーターによる「学力向上推進委員会」
を開催し、各学校の学力状況分析及び、質の高い効果のある取組の共有を図る。 

 
（２）学習指導の日常的な改善 
   「指導力向上に向けた取組」の実施 

・ICT 研究会を中心とした、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に資する実践
事例紹介。 

・子どもたちが「学校が楽しい」「もっと学びたい」と思える授業づくりとして、「つなが 

る・広がる・振り返る」を自然に促すそのために、協働学習支援ソフトを活用して子ど

もたちが多様な他者と協働的に合意形成し、新たな気付き、発見をすることで学ぶ喜び

を感じられる場づくりの推進を図る。 


